
造造粒粒化化ししたた砕砕石石副副産産物物フフィィララーーのの環環境境保保全全へへのの活活用用可可能能性性

〇〇粉粉川川知知里里 ，，中中嶋嶋佳佳貴貴

，，

ははじじめめにに 砕石の製造過程において発生する副産物である粒径が極めて細かなフィラー（砕石

粉）は用途開発が進んでいないが，造粒化し，利便性を向上させることで，環境保全への応用

が期待されている． 年に実施したポット試験では，造粒フィラーによる無機態リン及び無

機態窒素濃度の低下，さらに藻類発生の抑制が確認され，水質浄化の効果が期待された．本研

究では，造粒フィラーによる水質浄化能力の持続性について検討した．さらに，水質浄化材と

してだけでなく，水草の防除材としての可能性も探った．

実実験験 ．．造造粒粒フフィィララーーにによよるる浄浄化化能能力力のの持持続続性性

材材料料及及びび方方法法 本実験は 年 月 日から 月 日までの 週間，岡山大学農学部ガラス

室にて実施した．金網 目合い をポット状 直径 ，高さ に成形し，内部を寒冷

紗で覆って透水性を確保した．そこに造粒フィラー 粒径約 を 充填し， ワ

グネルポット内に設置した．供試水は，干拓地である岡山市藤田地区の富栄養化した用水

とした．造粒フィラーは，実験開始前の浸漬期間別 週間， 週間， 週間 で区分した 種

類を使用した．供試草種は植物体内リン含有率が高いセキショウモとし，浸漬期間別の各造粒

フィラーに対して植栽区 個体 及び無植栽区を設け，供試水のみの対照区を加えて計 処理

区 反復を設定した．開始日から ， ， 日後に ， ， ，濁度，クロロフィル 濃度，無

機態リン，アンモニア態窒素及び硝酸態窒素を測定した．供試水は 週間毎に更新した．

結結果果及及びび考考察察 各週の開始時及び 日後における ，濁度，クロロフィル 濃度の変化を表

に示す．造粒フィラー添加区で が徐々に上昇したが，浸漬期間が長いほど低い値で推移し

た．濁度は造粒フィラー添加区で低い値を示し，特に植栽区で無植栽区より濁度が低下した．

セキショウモに懸濁物質が付着したためと考えられる．また対照区でクロロフィル 濃度が

徐々に増加し，藻類の発生が確認されたが，造粒フィラー添加区では発生が抑制された．浸漬

期間が短いほど藻類発生の抑制能力は高かったものの，浸漬 週間でも能力は持続すること

を確認した．無機態リン及びアンモニア態窒素，硝酸態窒素については，季節的な影響で原水

の濃度が低かったが，造粒フィラーにより栄養塩類が除去された傾向にあった．実験終了時に

は全植栽区で子株の出現が確認されたものの，セキショウモの葉身部には傷みも確認された．

実実験験 ．．造造粒粒フフィィララーーにによよるる水水草草雑雑草草防防除除試試験験

上記の結果を踏まえ，過繁茂が問題となっている水草雑草の防除に応用可能か検討した．

材材料料及及びび方方法法 本実験は 年 月 日から 月 日までの か月間，岡山大学の学内水循

環施設にて実施した．供試草種はセキショウモと同じ沈水植物であるオオカナダモ，コカナダ

モ，クロモモドキ 各 個体 とし，１個体を約 のキレモに調整した． ワ

グネルポットに学内水循環施設で採水した貧栄養の供試水 を入れ，造粒フィラー添加区

と無添加区を設け，対照区を加えて計 処理区 反復を設定した． 週間毎に㏗，開始時

及び終了時に各草種の新鮮重及び乾物重を測定した．

*岡山大学大学院環境生命科学研究科（Graduate School of Environmental and Life Science, Okayama University） 
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結結果果及及びび考考察察 実験期間中， は造粒フィラー無添加区では ～ ，添加区では ～

で推移した．実験開始時及び終了時における各草種の総乾物重を図 に示す．全草種にお

いて，造粒フィラー無添加区で旺盛に生長したのに対し，造粒フィラー添加区では葉身部の傷

みや根の伸長が抑制された様子が確認された．特にオオカナダモ区では，造粒フィラー添加区

で完全に枯死した．

ままととめめ 造粒フィラーの浸漬期間の違

いによる試験を実施した結果，浸漬期

間を長く設定してもクロロフィル 濃

度は低下し，造粒フィラーの持続的な

水質浄化能力が明らかとなった．また

沈水植物，特にオオカナダモは造粒フ

ィラーによって生育が抑制された．実

験期間中に炭酸カルシウムが析出する

様子が確認されたことから，造粒フィ

ラーの成分であるカルシウムが水中の

二酸化炭素と反応し，二酸化炭素の不

足によって光合成が抑制された可能性がある．オオカナダモは，春季に再生するまでは水面に

向けて伸長しないことが有効的に働いたと推測され，防除材としての活用可能性が示唆された

今後は水中での二酸化炭素の動態把握や利用方法の確立等，更なる検討の必要がある．

表１：各週の開始時及び７日後における ，濁度及びクロロフィル 濃度の変化

注 ） 反復の平均値±標準偏差で表す．

±

注 ）変化率は各週及び各測定項目の開始時を とした．

浸漬期間(週) 度(NTU) 変化率(%) 濃度(µg/L) 変化率(%)

9.55±0.20 17.8±1.3 0.86±0.08
10.03±0.06 10.3±0.5 0.34±0.07
10.83±0.12 6.5±0.9 0.13±0.03
11.37±0.09 10.0±0.4 0.07±0.01
10.16±0.08 11.3±0.1 0.35±0.06
10.84±0.18 6.8±0.9 0.11±0.02
11.51±0.02 12.1±1.4 0.06±0.00

9.83±0.04 17.3±0.8 0.83±0.04
10.47±0.04 5.4±1.1 0.22±0.02
10.87±0.13 4.4±0.7 0.16±0.03
11.48±0.01 7.1±0.5 0.08±0.01
10.25±0.08 8.6±0.2 0.31±0.01
10.74±0.23 4.3±2.5 0.21±0.06
11.50±0.05 7.9±1.3 0.10±0.01
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図 ：実験開始時及び終了時における総乾物重
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